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＜連絡事項＞
特になし

＜入室状況＞
【転出】
・藤井　理代様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット26号室
・藪　真弓様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット22号室

＜患者様連絡事項＞
・金沢　友昌様～血尿あり、柞木田Dr指示にて本日点滴2本目にアドナ混注実施。持参薬のエリキュース11/17夕まで中止、膀胱留置カテーテル抜去の指示あり。18日朝に状態報告し、朝分からのエリキュース内服再開するか確認指示あり。また膀胱留置カテーテル抜去後より自尿あり、再挿入せず経過観察の指示受ける。

・大澤　キヌ様～本日から11/21まで点滴継続指示あり。

[bookmark: _GoBack]・里村　大河様～DVDプレーヤー使用可
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。脱衣しトイレ内に衣類詰め込んでいる為介入する。更衣は拒否無し。その後は自室にて静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時妄想的発言聞かれるも壁叩き等粗暴性は見られず。自室臥床し過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・梁田　桜様～身体拘束中。頻脈あるも他はバイタルサイン異常なく食事も全量摂取されている。ケア時の抵抗なく、拘束部位の循環障害、皮膚異常等なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜村上Dｒ診察情報＞
指示・処方変更なし

＜入院患者情報①＞	Comment by ALPHAD22: 
日　　時：令和6年11月15日　11：20　
　氏　　名：磯島　茜様（いそじま　あかね）様
　生年月日：平成8年9月17日(28歳)
　病　　名：知的障害、自閉症スペクトラム障害
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
令和5年3月に詳細な理由は不明であるが、本人が他者の車をわざと傷つける行動
があり、器物破損行為にて検挙・勾留されている。自宅では穏やかに過ごしており、
怒りっぽさや粗暴性は全くないが、うみねこ学園や学校、職場など自宅外の場所で奇
声を上げたり、暴力行為に至ることがあった。令和6年3月中旬頃より入所施設内の壁
を叩く、大きな音を立てて歩くなど不穏状態が顕著であり、職員の制止も聞き入れず
施設外の道路に飛び出そうとするなどの危険行為が続き、目が離せないことから施設
では対応困難となり、同年3月26日に当院受診し当院1回目の医療保護入院となる。入
院後薬物療法により状態安定し、R6年4月19日に退院となる。
退院後外来通院を継続していたが数日前よりイライラしてものに当たってしまったり
、車の上に乗ってしまったりということがあり施設では対応困難。後見人より入院加
療の
希望あり、本日柞木田Dr診察の結果、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる


＜入院患者情報②＞
日　　時：令和6年11月15日　13：30　
　氏　　名：川口　八寿子様（かわぐち　やすこ）様
　生年月日：昭和36年6月18日(63歳)
　病　　名：躁うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　昭和50年頃（中学2年時）に不眠、被害妄想などを呈し発症。いじめが
　契機に同年8月に八戸赤十字病院を初診となる。昭和55年頃（本人短大生
　の頃）より多幸感、活動性亢進など躁症状を呈するようになり、その後も
　気分の波や再燃をくりかえし、精神科計14回の入院歴がある。当院へは昭
　和61年初診となっており、当院入院歴もあり。平成27年12月より主治医の
　開業に伴い、白山台メンタルクリニックへ転院となっている。同クリニッ
　クへの通院を継続しつつ、H30年5月8日にデイケア利用開始に伴い当院通
　院を再開。
　　以降、白山台メンタルクリニックでの薬物療法と青陽館通所を継続し、
　病状は安定して経過していたが、R5年11月7日自宅にて体動困難となり、
　八戸赤十字病院へ救急搬送され、尿崩症の診断にて治療開始。同院入院に
　伴いデイケアは利用中止となる。青森労災病院への転院、八戸西病院での
　リハビリ転院を経て、訪問リハビリ、デイサービスの調整後R6年6月に自宅
　退院となっている。同年7月24日より白山台メンタルクリニックでの通院治
　療を再開し、薬物療法を継続していたが、11月12日の受診時に躁状態が認
　められ、家族（叔母）、本人ともに入院治療を希望される。本日、診察の結果、
　東病棟Bユニットへ任意入院となる。
